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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 1 2 4 0 0 1 4 10 14 1 1 1 0
2 * 0 3 4 5 4 5 1 0 3 3 5 10 1 0
13 * 0 0 3 6 1 2 4 0 7 7 1 0 0 0
17 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0
24 * 3 7 3 6 1 2 0 0 0 0 3 2 2 0
25 * 4 6 1 4 3 4 3 0 6 6 2 2 1 0
27 0 1 2 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
28 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 0 0 1 0 0
31 0 1 3 1 1 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0
32 0 0 0 1 2 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
34 0 0 0 1 4 2 2 1 2 1 3 0 0 1 0
39 0 0 4 5 7 0 0 2 1 2 3 1 1 0 0
53 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0
55 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
56 0 0 0 1 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
9 26 24 43 14 19 15 9 37 46 13 18 6 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0
6 0 0 6 0 4 2 2 1 1 1 2 2 2 0 0
8 * 0 2 0 2 0 0 0 0 1 1 3 1 0 0
9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 0 1 1 0 1 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
11 * 0 1 1 2 2 2 1 0 0 0 1 0 0 0
13 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
19 0 0 0 1 2 2 2 1 1 1 2 0 0 0 0
20 0 0 0 1 1 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
21 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 * 1 5 4 6 3 4 1 2 2 4 4 2 1 0
23 * 0 3 3 8 1 2 0 3 9 12 1 2 0 0
24 * 2 6 1 4 1 3 3 3 3 6 0 3 0 0
26 0 0 0 2 7 1 2 0 1 3 4 0 0 2 0
30 0 0 4 0 1 2 2 1 1 1 2 3 1 1 0

0 0 0 0 0
4 28 14 40 15 21 14 12 23 35 15 11 4 0

17

山口 大地 14 22

中村 洋紀

55 200

今田 哲志 5 22
高石 康平 2 19

6
田渕 悠人 4 15

豊田 湧一朗 0

2 6

石田 浩平 7 28

中江 龍二 2 6
石川 敦裕

13

下村 淳基 0 6
上杉 健大 3 7

11

河野 時也 1 6
木村 郁斗 2 16
山口 直紀 0
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小坂 旋夏

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

主審 柏木 琢磨 副審 鬼塚 誠太郎

勝ち点 5コ ー ト

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦の一次リーグ最終日、第二試合は上位リーグ進出を決めたい甲南大学と上
位リーグ進出が決定し、1点でも多く勝ち点を取りたいびわこ成蹊スポーツの一戦となった。試合開始序盤は甲南大
の猛烈な得点力で試合の主導権を掴む。しかし第二ピリオドは甲南大のミスが目立ち、その隙を逃さず速攻からの
得点でびわこが流れを取り返す。後半に入ると落ち着きを取り戻した甲南大が3Pシュートとセンター陣の高さを生か
したポストプレーで着実に得点を重ねていく。追いつきたいびわこは前からプレスをかけて相手のミスを誘うものの甲
南大は落ち着いたボール運びで試合をコントロールし、甲南大に軍配が上がった。
【第1ピリオド】
両者はマンツーマンディフェンスでスタートした。まずはびわこ#23石田のシュートではじまり、すぐに甲南大#2岩崎
がバスケットカウントで流れを取り返す。その後甲南大の#25田中と#24藤井が連続3Pシュートを決め点差を広げる。
びわこがたまらずに前半最初のタイムアウトを取る。第1ピリオド後半びわこ大#22山口が3Pシュートとミドルシュートを
決め点差をつめる。甲南大が8点リードで第一ピリオド終了。
【第2ピリオド】
第2ピリオドは甲南大#34須藤のシュートで始まり、流れを乗った甲南大は相手のターンオーバーを誘い、連続
シュートを決め点差を開く。びわこ#22山口が相手のパスカットから速攻でシュートを決める。リズムが悪くなった甲南
大がタイムアウトを取る。ベンチから復帰したびわこが#10上杉と#24中村が連続3Pシュートでやり返すが、すぐさま
甲南大#25田中が3Pシュートを決め流れを簡単に渡せない。第2ピリオドは甲南大が32-28、4点リードで終える。
【第3ピリオド】
第3ピリオドは甲南大#24藤井の速攻からのレイアップと#25田中の3Pシュートと連続シュートを決め、再び10点差を
広げる。流れが悪くなるびわこは後半最初のタイムアウトを取る。びわこは相手のファウルを誘い、フリースローで点
を重ねる。甲南大は#25田中の3Pシュートとフリースローで主導権を掴む。第三ピリオド後半、両チームともシュート
を決め、点の取り合い試合になる。第3ピリオド終盤甲南大#31土森#24藤井の3Pシュートで勢いに乗ったまま、第3
ピリオドは67-42、甲南大が大きいリードで終える。
【第4ピリオド】
甲南大#2岩崎のレイアップシュートで流れを掴む。甲南大は相手のターンオーバーを誘い、速攻でシュートを決め
点差を広げる。びわこ大#24中村のバスケットカウントとミドルシュートを決め、流れを相手に渡さない。終盤両チーム
ともベンチメンバーを出す。再び点の取り合いになるが、甲南大の冷静なプレイで常磐のリードを保ったまま、甲南
大が89-55で試合が終了した。
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戦評 パン 文則(芦屋大)
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廣田 彰吾 5

55

敗チーム

2

2

３Ｐ ２Ｐ

4

1

2
土森 彬史 5

須藤 寛太 4
荒屋 伸太朗 10

89

4

武田 賢章

山田 渉

7 20

藤井 和月 16 24
32

7
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7
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12
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1

4

湯浅 海生 0
高見 克成

太田 芳熙

0

鎌田 翔希

２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
14.3% 35.0%RATE

伊戸 重樹 -

71.4%

Team / Coach:

合　　　計
34.6% 55.8% 73.7%

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

村井 龍太郎 4

9

３Ｐ

高木 憲章


